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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,82 45,73 -0,09 45,55 +0,18

USD / BRL Spot BRL 2,2191 2,2235 +0,0044 2,2350 -0,0115

USD / JPY Spot JPY 101,68 101,67 -0,01 101,83 -0,16

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 55.974 55.717 -257 54.630 +1.087

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 148,3 147,5 -0,8 137,0 +10,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,99 10,94 -0,05 11,13 -0,19

3 Months US Dollar Libor % 0,233 0,234 +0,001 0,231 +0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 296,0 296,8 +0,8 309,8 -13,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 7月15日

昨日のドルレアルスポット相場は大幅な資金流出を記録したことからレアル安となる展開でした。
朝方は５月の小売売上高が市場予想を上回る伸びだったため前日比レアル高の２．２１台前半で取引され
ました。しかし、先週分の為替フロー統計が３８．２億ドルのネット資金流出を記録したためレアルは反落し、
２．２２台後半へレアルは売られました。その後はポジション調整から相場は緩んだため結局２．２２台前半
で引けています。

昨日開催されたＣＯＰＯＭは市場予想通り政策金利を１１．０％で据え置きました。マーケット引け後に公表
された声明文は「マクロ経済シナリオやインフレ見通しを考慮に入れ、現時点でＣＯＰＯＭは政策金利を
１１．０％で据え置くことを全会一致で決定した。」と前回と全く同じ文言になっています。「現時点で」という
文言を残したことは据え置きの判断が今後も続くのか敢えて示唆せず、市場に予断を与えたくない意向を
感じます。先月末のインフレレポートでは成長鈍化と累積利上げの効果がインフレを抑制する方向に作用
するとしていましたが、未だに不透明感が漂うなか今後の政策変更について利上げ・利下げ両サイドの
可能性を残して自由度を確保しておきたいように見えます。イエレンＦＲＢ議長が利上げについての判断を
示さなかったことも今回の決定を促したと見られ当面様子見の姿勢が続きそうです。
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